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概 要

どのような産業では特化の経済性が存在し、また，どのような産業では都市の経済性が生産

性に対して、大きな影響をもたらしているのであろうか．本研究は長期の市区町村レベルのパネ

ルデータを用いて，日本の製造業における集積の経済性を産業別に分析することを目的とする．

製造業の各産業別の労働生産性の決定モデルを実証的に分析することによって，主に以下の 2つ

の仮説検証をおこなう．

第 1に，本研究では都市の経済性（urbanization economy）と特化の経済性（localization

economy）を集積の経済性と定義し，都市の経済性を支持する理論（Jacobs）と特化の経済性を

支持する理論（MAR・Porter）のどちらに各産業があてはまるかを明らかにする．第 2に，本

研究は地域内競争（local competition）と生産性の関係性に注目し，地域内競争がイノベーショ

ンを促進するという Porterの理論を産業ごとに検証する．

分析の結果，Within推定・Between推定のいずれのケースにおいても，都市の経済性が多

くの産業で有意となり，Jacobsの理論が支持される結果であった．この結果は，同一のデータ

ソースのクロスセクションデータを用いた Nakamura(1985)1と異なる結果であった．また，い

くつかの産業ではWithinの推定結果のみにおいて地域内競争と生産性の間の正の関係性を予測

した Porterの理論を支持する結果が得られた．一方，Between推定では地域内競争と生産性と

の間の有意な正の関係性がみられる産業はほとんどなく，Porterの理論が棄却される結果であっ

た．このように本研究の分析結果は，パネルデータを用いることによって集積の経済性の働きが

より正確に理解できる可能性をしめしている．
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